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ダイズ種子中のイソフラボン含有率の品種・収穫年度による差異
＊ l

山川武夫＊ 2 ・仲野快恵＊ 3 .山田亜里砂＊ 4 .梶原さゆり ＊ 5 .望月俊宏＊ 2

キ ー ワ ー ド イソフラボン， 配糖体， ダイズ種子， マロニ ル配糖体

1. 緒 言

ダイズ種子は 食材とし て 扱われることが多いが ， 特有の

臭いや苦味 ， 渋味がつき ものであった． イソフラボンはそ

の原因の一つで、あり， 遺伝 学的方法等多くの試みによって

その低減化がなされてき た り． しかし， 近年イソフラボン

のもつエ ストロ ゲン作用 ， 抗酸化作用 ， 発ガン抑制等の機

能が確認され 九そ れによる効能とし て 心臓病予防や コ レ

ステ ロー ルの低減効果 ， ガンや骨粗霧症の予防 ， 更年期障

害の軽減九また ， 美肌・美白効果 ， ア ルツハイ マー 病 ，

痴呆症に効果を示す可能性 3） がある ため， ダイズ種子やダ

イズ 食品に含まれているイソフラボンに大きな関 心が寄せ

られている． このようにダイズイソフラボンは多 彩な薬理

効果を もつため， 薬剤， サプリメン ト， 健康食品等 ， 機能

性食品とし てのダイズ種子の応、用が試みられている 叫

また ， 種子が形成される時期でのイソフラボンの種類や

量的な変化 も研究の対象とされてき ており， 次のようなこ

とがわかっている． ダイズ種子のイソフラボン含量は 遺伝

的・環境的な影響を受ける九 ダイズ種子は 開花 後35 日

頃からイソフラボン成 分の蓄積が始まり， 登熟 （ 種子の肥

大） に伴い蓄積量が増大するへ ダイズのイソフラボン含

量は登熟期 （ 種子肥大期 ） の温度に影響され， 子葉部分よ

りも臨軸部分での含有率が高し、7） ＿ た だし， 任軸の重量は

全粒重の1 ～2%であり， 種子全体 からみると匪軸のイソ

フラボン含有量はかなり 少なく ， 匹軸のみの利用を考える

のは 困難である． イソフラボンの生成に関し て品種の特性

や温度による影響を明らかにし， イソフラボン高含有ダイ

ズを生産で き れ ば食品以外での新しいダイズの利用価値を

生むことがで きるであろう．

ダイズ種子中のイソフラボン含有率は 遺伝的要因や環境

•1本報告の概要は2004年 4月， 日本土壌肥料学会九州支部春
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的要因によって影響を受けることが示唆されている 7) . し

かし， ダイズはかなりの品種があり， まだほとんどの品種

のイソフラボン含有率は分析されておらず， 環境的要因に

つい ても詳しいことはわかっていな い． そこで ， イソフラ

ボンの生成に関する品種の特性を明らかにし， イソフラボ

ン含有率の高 いダイズ品種を検索するため， ダイズの収穫

年度と品種間でのイソフラボンの種類と含有率の差を明ら

かにする必要がある．

本研究は， 広範囲のダイズ品種 ， すなわち早生ダイズ か

ら秋ダイズに かけ て 同じ圃場で栽培した九州大学附属農場

保存の種子を用 い ， その収穫年度と品種間での含有イソフ

ラボンの種類と含有率の差を明らかにすることを目的とす

る

分析に必要な標準物質のうち現在市販されているイソフ

ラ ボ ン は daidzein, daidzin, genistein, genistinの4 種

のみである． 本研究では， 現在知られているダイズフラボ

ノイド12 種類 6） のうち， ダイズ種子中の含有率が特に低

い ア セチル配糖体以外のイソフラボノイド9 種類 ， すなわ

ちアグリ コ ンである daidzein, g lycitein, genistein， 配

糖体である daidzin, g ]ycitin, genistin， マロニ ル配糖体

であるmalonyldaidzin, malonylglycitin, malonylgenis­

tinについ て， 山川ら8） の方法に従って測定した．

2. 材料と方法

1 ）材料

(1 ） 収穫年度が異なるダイズ品種の種子

九州大学附属農場で1998年 ， 2001年に栽培されたダイ

ズ7 品種［奥原1号 （I a）， コ ガネダイズ(Il a）， ライデ

ン(IIb）， エンレイ(Ile）， アキシロメ(Ille）， フグユタ

カ（IVc）， ホウギョク （ Ve） ］と1998年度産の改良白目

(Il a) ,  2001年 度 産 のタチスズナリ(IIb）， 台湾の

A VRDC (Asian Vegetable Research and Development 

C enter） より分譲された 遺伝的にイソフラボンを多く含

有するダイズ品種 AGS292 9 ·10） の種子と2002年に その種

子を植物栄養学実験室附属施設で栽培・収穫 した種子 ，

2002年 度 に 九 州 大 学園場 で 栽 培 さ れたサチユ タ カ

(Ille）， フク ユタカ（IVc） の種 子 を 用 い た． 種 子 は，

20 °
cで凍結した後， 凍結乾燥（FDU-506 , EYELA， 東

京） した． 乾物重の 測定後， 振動ミ ル （TI-100 ， 平工製作

所， 東京） で粉砕し（20秒） 分析用試料とした． （ ） 内

に示す記号は， 福井・荒井11） によるダイズ品種の生態型
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の分類法を示す．

(2）枝豆用ダイズ品種の栽培と英のサンプリング

九州大学附属農場で栽培した枝豆用ダイズ 8 品種（フジ

ムスメ(IIb）・ 北海早生枝豆 ・ ボンミノリ(IIb）・ 摩周大

英枝豆 ・雪房成枝豆・ゆきみどり ・ ユキムスメ ・ 緑光早生

枝豆 ）の枝豆としての可食部分の種子を用いた． また， 種

豆用に秋作で栽培された種子， すなわちこの実験で種とし

て用いた種子についても分析に用いた． これらの品種の多

くは近年枝豆用として育種されたものであり， その生育型

は明確ではないが， フジムスメとボンミノリ以外の品種の

生育型は， Iaないし lbと推察される．

ダイズの栽培は， 2004年度に九州大学附属農場で
、行っ

た． 播 種前 にくみあい豆化成 300号（N : 3%, P2 0s : 

10%, K2 0 : 10%, （株）菱東肥料製） 40kg10 a-1を全層

施肥した． 条間 ×株間を75×15(cm）に設定し， 各品種

当たり10 株×3列で栽培した． 播種は， 4 月 25日に行っ

た． 登熟 期 間中のサンプリングはすべて 3 連で行し、， サン

プリング後直ちに － 20
°

Cのフリ ー ザ ー で凍結保存した． 英

を凍結乾燥した後， 種子と英殻に解体した． 種子の乾物重

を測定した後， 振動ミ ルにて粉砕（20秒）し分析用試料

とした． また， 種として用いた種子の処理は， 前項と同様

tこ行った．

(3）登熟時期の異なるダイズの栽培と英のサンプリング

播種時期を変えることにより登熟時期の温度が異なるダ

イズ種子を獲得でき る． 栽培は九州大学附属農場で
、行っ

た. 2004年 5 月 11日に奥原1号（Ia）・ 盆香（ ）・ 白鳥

(lb）・ 北 海 早 生(lb）・ ツル ム ス メ(lb）・ 改 良白目

(Ila）・ コ ガネダイズ(Ila）を， 2004年7 月 14日に奥原

1号(Ia）・ 改良白目(Ila）・ 早生黒大豆（ ）・ コ ガネダ

イズ(Ila）・ タチスズナリ(lib）・ アキシロメ（IVc ）・ フ

クユタカ（！Ve）を播種し，（2）項と同様に栽培した． 英

のサンプリングとその処理も（2）項と同様に行った．

（ ）は， 生態型が不明であることを示す．

2）イソフラボンの分析方法

1. 5mL容エッペンに分析用試料150mgを秤り取り，

0. 75 mLの70%エタノ ー ルを加え， ボルテックスで軽く

揖枠後， 振とう機（150 rpm）に よ り 抽 出 を 行った

(25
°

C ,  2時間 ）． 枝豆用ダイズ品種の抽出は， 分析用試料

150 mgに対してl. 5mLの70%エタノ ー ルを用いて行っ

た． 抽出後， 遠心分離（13,000 rpm, 10 min, 4
°

C ）し，

上清をHPLC（高速液体クロマトグラフィ ー ）により分

析した. HPLC ( L -7000シリ ー ズ， 日立製作所）のカラ

ムはYMC Pack ODS AM- 303 (4. 6×250 mm）を用い

た． 分離条件は， 分析開始からO～10分は15%アセトニ

トリル（0.1%酢酸）' 10～ 50分で15～ 35%アセトニトリ

ル（0.1%酢酸）の濃度勾配で， 50～ 55分は 35%アセトニ

トリル（0.1%酢酸）に設定した. 1日に約20サンフ
。

ル抽

出し， 24時間以内に分析した． イソフラボン 9種の定量

計算は， 山川らの方法8 ） に従った． 分析は， すべての品種

について 3 連で、行った．

3. 結果と考察

1）ダイズの収穫年度と品種聞での差異

種子中のイソフラボン含有率は， 品種によって異なり，

比較した品種の中では， ホウギョクが最も高かった（表

l, 2）. また， AGS 292のイソフラボン含有率は， 他の品

種に比較し約2倍以上で， 台湾で選抜された高イソフラボ

ンダイズ品種を反映していた. 1998年と 2001年に九州大

学附属農場で栽培されたダイズ7品種：奥原1号， コ ガネ

夕
、、

イズ， ライデン， エンレイ， アキシロメ， フクユタカ，

表1 ダイズ種子のイソフラボン含有率（mglOOg 1）の品種間差

アグリコン
品種名

Daidzein Glycitein Genistein 

1998年度産
奥原1号（Ia) 1. 7士0.0 tr 1.9±0.0 
改良白目 (Ila) 3.2土0.1 tr 2.5±0.1 
コガネダイズ(Ila) 2.6土0.0 2.1±0.0 3.3±1.0 
ライデン(Ilb) 3.1士0.0 tr 3.1士0.3
エンレイ(Ile) 1.5±0.0 tr 1.9士0.0
アキシロメ(Ille) :J.4±0.2 tr 3.4士0.1
フグユタカ（！Ve) 2 .2士0.0 1. 5士0.0 4.0士0.1
ホウギョク（Ve) 4.5土0.1 2.1土0.0 4.0土0.1

2001年度産
奥原1号(la) tr tr 1.0±0.1 
コ ガネダイズ(Ila) tr tr tr 
タチスズナリ(Ilb) tr tr tr 
ライデン(Ilb) 1. 2士0.0 tr 1.2士0.0
エンレイ(Ile) tr tr tr 
アキシロメ(Ilic) tr tr tr 

配糖体

Daidzin Glycitin 

16.3±0.2 7.2±0.7 
41.0±0.8 6.3士0.2
35.7士0.4 7.8士0.3
28.7士0.1 12. 8士0.3
13.7士0.7 10.8士2.5
29. 0±1. 9 16.2±2.4
24.8士0.3 4.1士0.4
58.0土0.6 12.3±0.3 

16.1士0.9 8.2±1.1 
17.3±0.4 8.7±0.7 
12.3土0.4 10.4土0.8
21.2士0.3 12. 7±0.3
9.7±0.2 10.6±0.3 

15.4土0.8 10.5士1.2

Gemstm 

24.6士0.2
26.2±0.5 
37 .4土0.2
31.4士0.7 
19.8士0.6
36.3±1. 7 
64.3±0.1 

マロニノレ配糖体
三社 量

孔f dai Mgly M gen 

24.7士0.0 5.5±0.0 40.8±0.6 122. 7士0.6
68.3±2.5 13.7±1.2 48.9±1.6 210.1±6.7 
60.0土0.9 10.5±0.3 65.4±0.6 224.8±1.0 
48.6±0.4 19.9士0.1 55 .1 ±0. 8 203. 4± 2. 8 
24 .6士0.6 13.9士0.7 36.7士0.9 122.9士6.0
51.6±1.8 17.8士1.1 65.2±2.8 222.9±11.9 
44.8土0.5 4. 3士0.2 119.0士0.8 268. 9士2.0

76.0土0.2 120.3土0.6 18.2土0.2 152.0士3.2 447.4土1.6

24.3士0.1 84.3±0.5 14.3士0.0 138.4士2.5 286. 5士0.9
17.5士0.3 117.6±0.1 21.1士0.6 126.4士1.5 308.6±3.5 
14.6土0.1 97.9土0.8 31.0土0.4 120.2土0.7 286.4土0.3
19.8士0.3 117.1士1.0 34. 2士0.9 119.2士0.8 326.5±1.1 
11 1土0.4 65.7土0.5 28.3±1.1 80.1土0.4 205.5士2.1 
16.9士0.4 114.2士2.3 29.6±1.4 118.1±4.2 304.8士10.3

フクユタカ（！Ve) tr tr tr 11.0士0.7 5. 2士1.2 22.8士0.3 93.4±4.2 12.7士1.3 170.4士5.1 315.5士12.9
ホウギョク（Ve) 廿 tr tr 22. 7土0.4 7.5土11 35.4土0.1 195.1土3.3 22.9土0.7 242. 5土1.1 526. 2土4.4

この表のダイズ種子は， 表中の各年度に九州大学附属農場で栽培されたものである. M-dai, M-gly, M-genはそれぞれmalonyldaidzin, malonyl 
glycitin, malonylgenistinを示す． 品種の収穫時期は，両年度とも奥原1号(la）で9月下旬， コ ガネダイズ(Ila）で9月下旬， ライデン(Ilb）で10月上

旬， エンレイ(Ile）で10月k句， アキシロメ(Ilic）で10月中句， フクユタカ（！Ve）で10月下旬， ホウギョク（Ve）で11月上旬であった． 括弧内の記
号は， ダイズの生育担を示す． 表中のtrは，1 mg 100 g 1未満を示し， 表2についても同様である．
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表2 ダイズ品種 AGS292の種子と同時期に栽培したフグユタカおよびサチユタカのイソフラボン含有率（mg100 g 1) 
アグリコン 配糖体 マロニノレ配糖体

全 量品種名
Daidzrn 乱1-genDaidzein G!y cite111 Genistein Gly cit111 Genist111 M-dai M-gly 

2.5±0.0 1.4土0.0 1.8土0.0 80 .1士0.4 11.1士0.1 61.6士0.2 449.5土6.4 20.1土0.7 280.5±4.1 908.7±12.0AGS 292 ネ

2002年度産
AGS 292" tr tr tr 39. 8土2.9 8.6±1.1 44.0土6.0 320.3±9.6 15.5±1.6 279.4±25.9 707.9土40.7

サチュタカ tr tr I. 0土0.1 22.2±0.2 11.2±0.1 26.4士0.2 114.4土2.3 33. 3土0.8 156. 9 ± I. 3 365. 4士4.7
7クユ3努力 tr tr tr 16.0土0.5 4.6土0.3 23.1土0.0 144.5±1.6 16.8±0.1 194.0±0.5 399.0±0.3 

AGS 292 取 は，AVRDCより分譲された種子を，AGS 292＊＊ は九州大学の研究室保有の栽培施設で2002年度にポット栽培で収穫したダイズを示す． サチユタ
カとフクユタカは2002年度に九州大学附属農場で生産され， これらのダイズの生態塑は， それぞれIlleと！Veであり， 収穫時期は10月中旬と10月下旬 ， 旬
平均気温は20.5℃と14.9Tであった．
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図1 品種 ・収穫年度による ダイズ種子中のイソフラボン含有
率の違い

1：奥原1号 (Ia), 2：コガ ネ ダ イ ズ (Ila), 3：ライデン
(IIb), 4：エンレイ（Ile), 5：アキシロメ (IIIc), 6：フグユ
タカ (IVc), 7：ホウギョク（Ve).

ホウギョクの各収穫年度のダイズ種子中の平均イソフラボ

ン含有率は， 1998年度産が203.4mg 100 g 1, 2001年度

産が324.8 mg 100 g-1であった. 1998年度産より2001年

度産の方がイソフラボン含有率は高く ， 収穫年による差が

みられ た （表l ， 図1 ）. また ， すべ ての 品 種 の 種 子 で

malonyldaidzin, malonylgenistinが主要なイソフラボン

であり， ア グリコンの含有率は著しく低 く ， 数mglOO

g 1 以下であった （表1 ). これらのダイズ7 品種は， 九州

大学附属農場で7月上旬に播種され ， 9月下旬から11月

上旬にかけ て収穫 された． これらの種子の登熟期と考えら

れる9月上旬から11月上旬の農場の気温につい て調べる

と （表3) , 1998年より2001年の方が10月下旬以外は気

温が低し こ の時期を 平均すると2001年の方が1.3℃低

いとし、う結果となった． この ことから， 登熟期中の温度が

ダイズ種子のイソフラボン合成ある いは分解に影響し， 結

果とし て1998年度産より2001年度産のダイズ種子中のイ

ソフラボン含有率が高 くなったのではな いかと考えられ

る． また ， ホウギョクでのイソフラボン含有率の高さは，

その登熟後半から収穫 までの時期の旬 平均気温が最 も低

かった た めと 推察し た （1998年 度16.3"C , 2001年 度

1s. 3 °c ， 表3 ).

2）イソフラボン含有率の高い枝豆用ダイズ品種の検索

種とし て用 いた種子のイソフラボン含有率は， 品種間で

大きな差はなく高 い傾向を示した． 登熟期にサンプリング

した枝豆用の種子ではフジムスメ ， ボンミノリのイソフラ

ボン含有率は他の品種に比較し約2倍以上であった （図

2 ）. しかし， 種とし て用 い た種子中の平均イソフラボン含

有率は396.3 mg 100 g-1であれ枝豆用の種子中のイソ

フラボン含有率64.1 mg 100 g 1と比較すると約7 倍の含

有率であった． すべ ての品種の種子でmalonyldaidzin,

malonylgenistinが主要なイソフラボンであり， アグリコ

ンの含有率は特に低かった．

枝豆用とし て収穫 した月日は， 7月14日から8月15 日

にかけ てであった． 収穫 する前の7月上旬から8月上旬ま

での旬 平均気温が ， 27.6 ° Cから29.9 ° C （表4 ） と高く推移

する時期で も ， フジムスメ ， ボンミノリの2 品種が ， 他の

品種と比較し てイソフラボン含有率が高 い品種 だと考え

た． また ， 種とし て用 い た種子の方が登熟した種子よりイ

ソフラボン含有率が高 いのは， 農場での系統保存種子用の

栽培は4 ～5年に 一度 秋作とし て栽培し て更 新する ため，

種とし て用 い た種子の方が登熟時期の気温が低かった ため

だと推定した． こ の ことから， 福岡地域で枝豆とし て7月

中旬以降から8月中旬に 食し ている枝豆の可 食部のイソフ

ラボン含有率は低 い宿命にあると考えられる．

3）登熟時期の違いがイソフラボンの含有率に及ぼす

影響

5月11 日に播種したダイズ品種の 開花日 は， 6月18日

から7月1 日 の間であり（図3 ）， 登熟の後半である7月

下旬から8月下旬の旬 平均気温が29.6 ° Cから27.6℃と高

年度

表3 1998年度および2001年度の九州大学附属農場の平均気温（℃）

9月

上旬 中旬 下旬 上旬

10月 11月一一一一平均
中旬 下旬 上旬

1998 25.6 26.4 24.7 22.2 20.9 17.9 16.3 22.0 
2001 25.2 24.1 22.6 20.4 19.1 18.3 15.3 20.7 
2001-1998* -0.4 -2.3 -2.1 -1.8 1.8 十0.4 1.0 1.3 

* 2001 1998 は2001年の平均気温から1998年の平均気温を引し、た値である．
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図2 枝豆用ダイズ品種の播種した種子とその枝豆のイソフラ
ボン含有率

用いた品種は，I：ゆきみどり，2：緑光早生枝豆，3：北海早
生，4：摩周大爽，5：幸房成，6：ュキムスメ，7：フジムス
メ，8：ボンミノリであれ それぞれを収穫した日は，7月14
l::l, 7月14日，7月21日，7月21日，7月21 El, 7月21日，
8月15日，8月15日であった．

く，登熟が不完全であった．そのため 分析に供試された種

子は，完熟したものは得られず，爽肥大期のものだけで

あった．したが って，ここに示してある最終サンプリング

表4 2004年度の九州大学附属農場の平均気温（。C)

月 上旬 中旬 下旬

7 27. 6 29. 6 29. 6 
8 29. 0 29. 9 27. 6 
9 24. 7 26. 6 23. 0 

10 20.8 18.4 16. 7 
11 16. 7 14.6 12.0 

日でも枝豆として利用できる程度に肥大した種子で、 あっ

た. 7月14日に播種したダイス
、
品種の開花日は，8月9日

から8月25日であり（図4），登熟の後半である 9月下旬

から11月上旬の旬平均気温が 23.0℃から16.TCと低温で

推移し，登熟は完全であった．また収穫前の 11月上旬か

ら11月下旬の旬平均気温は，16.TCから12.0℃と低 い温

度であった．

イソ フ ラボン含有率は，5月11日に播種したものより 7

月14日に播種したものの方が高かった. 5月11日に播種

したダイズ種子のイソ フ ラボン含有率は登熟に伴った増加

がみられず減少するものもあった（図3）. こ れは，5月

11日播種のダイズの登熟期が前述したように 27°C以上と

高温であったためイソ フ ラボンの合成が抑制されたか分解

が促進されたためと考えた．しかし 7月14日に播種した

ダイズ種子のイソ フ ラボン含有率は登熟に伴い増加した

（図4）. こ れは，Kudouら6 ） の報告と同様であった．さら

に，7月14日に播種した早生黒大豆， フ クユタカ，アキ
シロメでイソ フ ラボン含量が高く，同時期に播種した他の

ダイズ品種のイソ フ ラボン含有率と比較すると約2倍で

あった． フ クユタカ，アキシロメの生育型はIVcであり，

こ れ ら3 品種の収穫日が 11月30日と遅く気温の低 下が著

しかったためで、あろう．この結果は，登熟時期に低温であ

る方がイソ フ ラボン含有率が高しの ことを裏付けた．ま
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図3 5月11日播種の各ダイズ品種の登熟過程での種子中のイソフラボン含有率
の遷移

各品種の開花日は，奥原I号（6月18日），盆香（6月20日），白鳥（6月初日），
北海早 生（6月22日），ツルムスメ（6月22日）， コ ガネダ イズ（7月1日） で
あった．
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た ， 早生黒大豆 ， フクユタカ， アキシ ロメでイソフラボン

含有率が高 かっ たこと から， この3 品種がイソフラボン生

産 能 力が高 い 品 種 と 考 え た． すべて の 品 種 の 種 子 で

malonyldaidzin, malonylgenistinが主要なイソフラボン

であれ アグリコンや配糖体の含有率は低 かっ た．

4）総合考察

ダイズは， 多くの栽培品種があり， 福岡地方で栽培で き

る品種の多くを ， 九州大学附属農場で保有して いる． こ れ

らのダイズとイソフラボン高含有品種として AVRDC で

選抜されたダイズ品種 AGS292 を用 いて ， イソフラボン

含有率の高 いダイズ品種を特定する ための研究を行っ た．

ダイズ品種には， 枝豆として利用される早 生品種 から西南

暖地で奨励品種として その栽培が盛んな秋ダイズであるフ

クユタカなど多くの品種があり， その栽培期間 も幅広 い．

まず， 栽培年度と種子のイソフラボン含有率について調

べたところ （表l ， 図1 ）， 登熟期の平均気温が低 い年度の

含有率が高く ， その中で も生育型が最 も遅 い ホウギョクで

イソフラボンの集積量が高 かっ た． また ， AGS292 のイ

ソフラボンの集積量は， 日 本のどの品種より高 かっ た （表

1 ,  2 ， 図4 ）. 枝豆の各品種を栽培し， 枝豆の可 食部分の

イソフラボン含有率を 測定したところ ， その含有率は低く

そのほとんどが100 mg 100 g -1以下であった （図2 ）. そ

の中で もフジムスメとボンミノリが他の品種の2倍程度で

あった． 次に早播 きと標準播 きで栽培可能な品種につい

て ， 登熟期での経時的なイソフラボン含有率の推移につい

て調査したところ ， 5月11 日に播種し， 8月に登熟を終了

する場合 ， その含有率は低 くほとんどが50 mg 100 g -1程

度であっ た （図3 ). 7月14日に播種し11月墳に収穫 する

ダイズではその含有率は， 登熟が進むとと もに増加した

（図4 ）. その中で も ， 早生黒大豆 ， アキシ ロメ ， フクユタ

コガネダイズ

カの順にイソフラボン含有率が高 かっ た． このことは， 登

熟時期が遅 い生育型 （IVc） の品種を反映して いると考え

Tこ．

登熟期の温度が高 いほどダイズ種子中のイソフラボン含

量が低下する事実は， T sukamotoら7） が指摘したと おり

である． また ， 種子中のイソフラボンの濃度は登熟が進む

につれて増加し， 主要な貯蔵形態はマロニル配糖体 で、あ

り， アグリコンの含量は著しく低 かっ た． 特にmalonyl­

genisteinが最 も高 く ， ついで malonyldaizinであっ た．

こ れらの結果は， Kudouら6 ） の実験結果と 一致して い た．

高温状態でのイソフラボンの集積低下に関しては， 合成

の抑制 か 分解の促進 か明確でない点がある． ダイズのイソ

フラボノイドの含有率は貯蔵期間中に低下することが知ら

れて おり， その低下の程度は貯蔵環境によって変わり， 高

温であるほど減少率が大き いことが指摘されて いる 1 九す

なわち， 種子中のイソフラボノイドは， イソフラボノイド

以外の物質へと常に 分解されて いる． 近年 ， イソフラボノ

イドの生合成系のキ ー酵素が単離されm ， 配糖体の合成に

関わる酵素が部分的に単離される 1
4）など ， イソフラボン

の代謝系に関する研究が積極的に行われて きて いる． ま

た ， そ れらの代謝系の 遺伝子操作 も行われつつある 15)• 今

後イソフラボンの集積量の高 いダイズ品種の育種を考える

場合 ， イソフラボノイドの合成と 分解に対する温度の影響

を特に明らかにする必要がある か もしれな い．

4. 要 約

調査したダイズ品種の中で ， 最 も高 いイソフラボンの生

産能力を もっ可能性がある日 本の品種は， ホウギョクと早

生黒大豆で ， ついで アキシ ロメとフクユタカの順であっ

た． 夏に収穫 したダイズ種子のイソフラボン含有率が ， 秋
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に収穫 したダイズ種子の そ れに比較し非常に低 かったこと

から， 栽培期間として 夏作 よりも 秋作が優 れて いると結論

した． 以上のこと から， イソフラボンを より多く種 子に集

積させる ためのダイズの栽培は， 7 月 中旬以降の 晩播で か

つ11 月 中旬以降の収穫 と いった栽培体型が最 も 適して い

ると推察した．
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Difference by Soybean Cultivar and Harvest Year of lsoflavone Content in Soybean Seeds 

T akeo Y amakaw a, Y osh ie N akanoへ Arisa Y amada* * ,  S ayuri Kaj ih ara* * *  and T osh ih iro M och izuki 
(Dゆt Plant Resour. ,  Fae. Agric. ,  Kyushu Univ. ,  * Grad. Sch. Bioresour. Bioenviron. Sci. ,  Kyushu Univけ

* *  Sch. Agric. ,  Kyushu Univ. ,  * * *  Univ. Farm, Sch. Agric. ,  K; ushu Univ.)

Among th e investigated soybean cultivars, J ap anese cultivars th at h ave p ossibility f or th e h ighest 
p roductivity of isof lavone w ere H oug yoku and W asegurodaizu, f ollow ed by Akisirome and Fukuyutaka. 
B ecause th e isof lavone content of soybean seeds h arvested in summer w as low er th an of th ose h arvested in 
autumn, it w as decided th at th e autumn crop p ing w as sup erior to th e summer crop p ing f or th e p eriod of 
cultivation. From th e above, th e cultivation f orm constructed f rom a late sow ing af ter mid- J uly and a 
h arvesting af ter mid- N ovember w as understood to be most suitable f or th e cultivation of soybeans w ith h igh 
isof lavone content in th e seeds. 

K，り words g lucoside, isof lavone, malonylglucoside, soybean seed 

(J p n. J. S oil S ci. P lant N utr. ,  78, 33-38 , 2007 )  
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